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まちづくり協議会から

闘
醐
闘

役 職 氏 名 資 格 役 職 氏 名 資 格 

会 長 永井 寛 連合自治会長 理 事 松村 則利 文教部会長 

副会長 櫻井基一郎 企画広報部長 清水 修 文教部 

副会長 鈴木美子男 連合自治会推酵 宗像 茂 スポーツ部会長 

事務局長 増渕 昭 理事経験者 理事会承認者 鈴木 誠一 環境部 

会 計 井上 泰人 環境部会長 半田 幸司 文教部 

理 事 久保田政治 連合自治会推薦 谷内 直子 

山口 裕 中里 雅代 

中新井 博 福祉部会 監 事 矢古宇哲男 連合自治会監事 

山根 登 安全安心部会 増田 貢 

音言臆,臆や 且的施股が這茄謹積りれた 

257 理容加藤 白沢町518-と 

と58 吉田へナ美容室 白沢町724 

259 ツルハドラッグ宇都宮白沢店 白沢町20「7鵜45 

Eメール: tp葛kwtik@moon.ucatv.ne. jp
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自然と人を大切は緒で縮刷楽しいかねち

自治会支援金事業の平成30年度決算令和元年度予算

(収入) 単価:円 

事日日 30年度決東頼 元年庄子質額 説明 

1地域支援金 2,293,300 1,816,200 

i(1)自治会支援金 1,890,000 1.418i400 (@150)9.456世帯 

i(2)利用登録料 4o3,〇〇〇 397,8○○ 登録数×登録料 

2運賃収入 3.707i4(〕0 3.688,100 

(1)現金収入 1,435,350 1.427,600 利用料 

(2)回数券収入 2.065,500 2′055.000 回数券販売料 

i(3)回数券補助 206,550 205.500 宇都宮市浦助金 

3高齢者外出支援専業収入 984,000 960.000 

l(1)利用者負担金 246,〇〇〇 240.000 

l(2)宇部宮前負担金 738.0○○ 720,000 

4宇都宮山浦助金 12,125.962 12.434.401 

(1)運行車集貨補助金 11.340.362 11.478.901 運行委託料×2′3 

(2)運営事務槌補助金 200.0○○ 200.000 前年度利用者数 

(3)利爪促進補助金 585,6○○ 583.500 割引分補助金 

(4)利用促進補助金 0 172,000 選挙日運行補助 

5前年度繰越金 2.906,817 1.234,329 

6雑収入 244 970 再交付世帯数等 

令古 22.017.723 20.134,000 

(支出) 単価欄 

項目 3〇年 0,十〇:時 元勾二度予見頗 説明 

1遡行委託料 7,010,544 17,218,352 

(1)常駐分 5,349,824 15.49工952 契約額 

(2)英紙払分 1,660,720 1.728.400 セダン便@2,140 

0 0 ジャンボ便@2,880 

2運営事務賃 1.886.6○○ 1,985,000 

(1)人件蔽 1.085,700 1,000,000 事務職貝の人件費 

(2)印刷製本貨 3S5,663 400.000 コピー機使用・回数券印刷等 

(3)その他 445,333 585,000 消耗品・通信運搬費等 

3利用促進供 386,154 810.648 回数券補助分・選挙日運行 

4予備′費 0 120.000 

5練出金 工500,〇〇〇 0 きざそう河内号運営基金へ 

合計 22017723 20臆134臆000 

項ii 3〇年「邸矢印細 元年l傘十弗餅 説明 
ii辛iヽ_子音し子 4.734.5○○ ○○747.000 9。494世葡×5〇〇円こ4、747、〇〇〇円 

2子方出金 ○ 0 

3輔しめ金及び工めI賞金 0 

4推耳具ノヽ Z ● 

5駒年度徴越命 893 0 

合.汁 4.735、395 4.747.000 

工員目 30午睡事央揮顧 元年庫予算敵 le教rI 

子-●ト◆賢 16音68e 120.000 
自治食費!旦金納入振込手敬料 
各団体への交付撮込手敵将 

2榔しの金及び助成金 4,610、000 4○○27.○○0 

1 交通’安全既の会 200音OOO 2○○.000 
榊,噺歩三重旗!購入費・噺1年生入会書き●重量品 

自"主事害意賞金事 

I本で了t兎仝 220音OOO 之20.000 
自治会対抗艇費i各種スポーツ 
軍門部軽費i事 

3 下手′レ年育成†あご健全 200音○○O 之30.000 
花いっiまい連〃か 

わくわくフエステノくル軽費く専 

臆企画壬広報靖i 250音OOO 250.〇〇〇 
†青珊綿「かわち」印吊り代†/3分 

配送料 

かわちハートフルl本市祭 工1○○○○○○ 工200.000 
商品代・トイレ及び重く職委飯事斗 

会場便用事‡・保険・消耗品手書 

6 まち一づくり協散会 280音O○○ 549.〇〇〇 
l〇番l種置 

地l或内交通協三城会 主8○○音〇〇〇 〇㌦28.(調O 
「きざそう河内」β」】重富綿!置 

カ、まつ、ら_!、ろさとま・つり 2与o音OOO 〇〇〇.000 
9○○.000(共通軽費)の1/3 

賃担金(商工会iJA・まち(恵) 

9 交通安全推進協議会 ○○音O○○ 60.000 
交通安全i墓重り軽費 

(用.品・三言〈重義・印書副賞専) 

約人防火クラブ 50音OOO 5〇、0○○ 
初美甘粕欠き順接軽費 

研修費・通信費くま 

防災会 4o音OOO 50、○○0 
防火調ii意東裏手貫 

防災賢一教材軽費く尊 

肋考巴I線種綴会 5o音OOO 与〇、〇00 
防犯′くトロール嚢備品軽費 
青色回●云灯車両ガソリン代書 

i十1ナイウル推進協読会 4o音OOO 4○○000 
自治会ごみステーション美化補助金 
臆股」相手合さ裏 

3‾予(両賞 0 0 

合∈汁 4.62e音688 4、747.000 

まちづぐ)協議会では、連合自治会のご理解をいただきながら自治会l世帯当たり500円の支援金により「さきそう河内号運営」及び「まちづくり事業推進」を行っています。

平成30年度決算と令和元年度予算について、上記のとおりそれぞれ報告いたします。

鎖…暖建造国 青信号 それでも確認 みきぴたり
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青少年育成協議会では『河内地区全体をマリーゴールド

の花でいっぱいにしよう』と今年も役員と推進員の皆さんと

で中央花壇の除草と植栽を行いました。 5月の記録的暑さと

なった青空のもと綺麗な花壇が出来上がりました。その後

の管理は小学校区ごと

で役員さんが持ち回りで

実施します。また今年も

32自治会に黄色や赤の

マリーゴールドの種・ポ

ット・土などをセットにし

配布いたしました。

自治会対抗スポーツ大会 ⇒総合優勝『グリーンタウン』

宇都宮市民スポーツ大会 ⇒総合3位

4月2与目(木)河内地区

体育協会総会に於いて、グ

リーンタウン自治会は、平

成30年度 自治会対抗種

目別の総合成績1位とな

り、優勝旗が授与されまし

た。自治会対抗与種目別の

組合せ抽選会も行われ、令和元年の優勝を自治会一丸とな

り目指します。また、平成3 〇年度の宇都宮市民スポーツ大

会は、優勝が卓球・グランドゴルフと準優勝のソフトテニス

で総合3位の好成績でした。

なんと応募者597人1939点の中より、河内地区下岡本

町在住の君島哲郎さんが大賞にかがやきました。その作

品は「古桑(こそう)の家」です。福島県で民家を背景に

日の出前のもやがかかった古い農村風景をイメージして撮

影した幻想的な大作と

なっています。

君島さんは写真を撮

るようなってから1 5年

になり、その間、準特

選に3回入選されてい

ました。

河内地区の地域資源

を学ぶことによって、地

域の良さを再発見する「

いきいき河内発見講座」

(3回シリーズ 主催:河

内生涯センター)が、令

和元年5月19日(日)、子

どもからお年寄りまで地

区内外から総勢20名が参加してスタートしました。

今回の講座は、昭和与3年旧河内町のシンボルフラワーに

制定されて以来40年が経過した今でも地域の花として愛さ

れている「サギソウ」を、より多くの人に知っていただくととも

に、地域のみなさんの手で多くのサギソウの花を咲かせよ

うという目的で開催されました。

受講者は、宇都宮サギソウ愛好会渡辺長治会長から、

40年間の保全活動や現在の状況などのお話を伺った後、愛

好会の皆さまの指導のもと、熱lこ高こサギソウを植え付け

ていました。受講者の皆さまからは、 「家でも大事に育て

ます。」 「花が咲くのが楽しみ。」など まだ小さな芽を前

に笑顔の花が咲いていました。

今回植え付けをした鉢は、7月29日に持ち寄り8月3日まで

開催される「サギソウ展」で展示する予定です。ぜひ、ご覧く

ださい。

開 催 日 内 容 

【寮2回】 サギソウ朝市で花を学ぼう 
8 3日 

9時へ11時30分 (河内地区市民センター) 

【舞う回】 高層神社古墳・旧東北本線跡見学 
9 之9日(日) 

(大塚自治会) 「0時一12時 

お聞合せ先

iラン科の植物

i多年草

i絶滅危傾音音頬にランク

(花言葉)清純i無垢等

河内生涯学習センター 密028-671-3201

三
°

壁l 出田性-… .

今年も、 5月1 2日(日)に田んぼの学校の参加者に

より田植えを行いました。参加したのは1 6家族の親子

6 0人をはじめ、お手伝い、スタッフの計9 3人で、約

500南の水田にもち米の苗を植えました。初めは慣れな

い手つきだった子どもたちも、終わるころには基準綱に

沿って上手に植

え、 1時間ほど

で終わりまし
た。作業の後に

は、昨年収穫し

た米で赤飯を蒸

かし、早苗饗の

行事として皆でい

ただきました。

Eメ⊥ル: tp_kwtik@moon.ucatv.ne. jp
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栃木5Cが練習場として使用させていただいている、河内総合運動公園はこの河内

地区の住民の皆さんに根付いた運動公園だなという印象があります。というのは、朝

早くからランニングされている老若男女の方や、犬の散歩をしている人も沢山目にしま‡

すし、僕たちのクラブハウスも隣接して作っていただきました。クラブハウスから練習:

場までの間でも、ジョギングしている方々に「頑張ってね!」と声をかけていただいたり言

本当に身近な存在として感じていただいていることを惑じます。 「おはよう」という挨拶:

だけではなく「この前惜しかったね」とも声をかけていただいたり…。回-ムプール音

かわちを使わせていただいた際にもスタッフの方や利用者のおじいさん、おばあさん

にも声をかけていただいき、地域の皆さんにあたたかく迎えていただいていることを

日々感じています。本当にアットホームな場所です。陸上競技場の芝もここ2年くらい

ですごく良くなってきていますし、あとは僕たちが結果で恩返しできるようにしなければ

いけないなと思っています。

僕は栃木に来て10年(在籍10シーズン目)ですか

国
匿
重国書圏

1霊↓\\

クロ(黒崎隼人選手)に関し

ては生まれも育ちも河内なので…河内地区の皆さんに育てていただいたクロを見に

スタジアムにも応援に来ていただけたら嬉しいです!クロは試合に出るために頑張る

と思いますし、僕が頑張らせます! (笑)宜しくお願い致します。

黒崎選手
" “ 〇〇 一 〇 〇〇 甘?回i 〇i くさi=)一∈,∴○○ ○ ○ t〇 ° 〇 〇〇 〇〇 〇

9年前からサッカー栃木SCと出会いサポーターとなっていました。 3年ほど前に河内にクラブハウスが建設さ

れ、そのころ私も飲食店をオープンしました。

それ以来選手との出会いがありお店に食べに来てくれるようになりました。グノーンス

タジアムはもちろん、時間があるときにはアウェーにも出かけて行って応援をしています。

お店では健康やスタミナを考慮したメニューを作っだ)、選手の皆さんの心が安らぐ様

なおもてなしを心掛けて交流を重ねています。

選手の皆さんにはこれからも怪我のないように気を付けて、栃木のため又自分のため

に頑張ってほしいです。

これから-生懸命に応援してゆきます。

協力サポーター 磯 セツ子

〇二萱寡 獲「 〇〇〇 ▲“"“ 

亜I】臆害王政 -∃≡割腹至麗距;国書. 

四十有余年の歴史となった ′コール・かわち′′は岡本西中P丁Aコーラスとして始まりました。その後 

河内町婦人会コーラスと共に歌い続け、市に合併後’’コール・かわち’’として宇都宮市民合唱協会に入 

会いたしました。長い間には「ホタルのつどい」「さき草の夕べ」に出演し、各老人施設訪問のボランティ 

ア等に参加してまいりした。平成二十九年には約十年振りに′’コ一口・バンビニ’′とのジョイントコンサー 

卜を実施。充実した時を過ごしてハーモニーに自信が持てた事は最 一

滴 小 潮、騨’支離 

高の喜びでした。 毎週月曜日の夜に市民センターはまり、まずダンスで身体をほ蘭等請葦,待講等 ::∴;∴∴:∴∵∴∴∵∴;∴貴意劇○○十 

大声で歌い笑いストレス発散しています。これからも笑いに満ちた 

コーラスを楽しんで行きたいと思っております。 

鎖隠避国 曲がり角 止まる習慣 待つしつけ
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日 時: 8月31日(土) 午前9時一

会 場:古里中学校

駐車場:グランド指定区画内・他駐車場

※乗り合わせの上、ご来場下さい。

参加自治会:古里中学校区(21自治会)

問合せ:河内地区防災会

河内地区市民センター内

密(671) 3202

まちづくり協議会では7月29目(月)へ8月3日(土)

サギソウ展示に併せて河内地区のシンボルフラワーであ

る「サギソウ」を題材にした絵手紙・俳句・短歌・川柳

を募集します。サギソウ展示場に応募用ハガキと筆記用

具を用意しますので、その場でサギソウをスケッチする

もよし、練に練った力作を持ち込むもよし、皆様の応募

をお待ちしております!作品は

8月3日のサギソウ朝市まで展

示します。作品の返却を希望さ

れる方はハガキ宛名に返却先を

ご記入ください。なお応募者に

は記念品をお渡しします。

問い合わせ先:河内地区まちづくり協議会 密671-う202

圃回国閣塾閉園回田
協会員による芸術文化の祭典に、
どうぞみなさまでおでかけください。

1.日時 令和元年9月28目(土)午前9時一午後4時

9月29日(日)午前9時一午後3時

2.会場 河内生涯学習センター全館

3.内容 作品展示・芸能音楽祭・催事

※詳細については、ポスター・自治会回覧

チラシ等でお知らせします。

河内文化協会「文化のつどい」実行委員会

●● 〇・・ ‾ごI
●

;日 時:10月13日(日) (荒天中止)

午前8時20分入場行進開始・ 8時40分開会式

‡場 所:古里中学校グランド

‡駐車場:グランド指定区画内・河内区市民センター
※乗り合わせの上、ご来場下さい。

‡その他:会場内・会場周辺は注意事項をお守りくださいo

…問合せ:かわちハートフル実行委員会 )

河内地区市民センター内

密(671) 3202

零〇〇
〇

; 【夏の夜の朗読会】

名作を読む 一利Ii謁之介を琴の害とともに-

日本を代表する文豪・芥川龍之介の作品を、琴の演奏にの

:せてご披露いただきます。

:日時:令和元年8月26目(月)午後6時一7時

:会場:河内図書館 和室前

言朗読:青木ひろこ氏

…琴演奏:金子晃大氏
富朗読作品:芥川龍之介著「幻灯」 「羅生門」ほか、

宇都宮ゆかりのお話も披露。

精霊曇先業宗もご参加。ただけます

:スマートフォン教室
害 基本の操作方法や便利な使い方を身につけ、もつとスマートフォン

藩穀誓うォンをは。めた。と。う方や、スマートフォンを
書 使いこなしたい方を対象に、スマートフォン教室を開催します。

`…議:諸星譜繋ぎ0分̃悌0分
;講師:スマートフォン教室 専任講師の方々

;対象:-投

与誤灘駕篭鵜続、ら直接または電話、 FAXで河内図
: 書館へ

;その他‥当日はご利用中のスマートフォンをお持ちください。
お持ちでない場合は、申込時にお申し付けください。

基本無料ですが、ご自身で通話・通信をした場合は、別途

通話料・通信料がかかる場合がございます。

10月6日に工作・音楽コンサートなど「かわち図書館まつり」開催し 
ます! 

調合先】宇都宮市立河内図書館 
丁各」:028-673-6782 FAX:028-67う-678う 

Eメール: tp_kwtik帥oon, uCatV. ne. jp
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白
沢
甲
部
自
治
会
は
奥
州
街
道
第
一

宿
場
町
(
江
戸
か
ら
は
1
8
番
目
循
場
、

1
2
0
k
m
弱
の
位
置
)
と
し
て
栄
え
、

河
内
村
の
時
代
は
行
政
(
旧
河
内
村
役

場
所
在
地
)
及
び
学
問
(
創
立
1
4
6

年
を
迎
え
た
白
沢
小
学
校
)
の
中
心
地

と
し
て
栄
え
た
風
情
と
由
緒
の
あ
る
地

域
で
す
。

地
域
自
慢
と
し
て
、
天
保
4
年
(
1

8
3
3
年
)
製
作
さ
れ
た
外
車
式
の

黒
漆
塗
採
色
彫
刻
屋
台
は
宇
都
宮
市

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
白
沢

甲
部
彫
刻
屋
台
保
存
会
で
保
存
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

特
徴
は
干
支
の
調
子
及
び
寵
の
彫
刻
が
施
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
目

に
は
玉
眼
(
ガ
ラ
ス
玉
)
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
大
変
珍
し
い
用
例

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

白
沢
甲
郡
、
白
沢
南
、
白
沢
河
原
、
三
自
治
会
合
同
で
、
毎
年

u
月
の
第
一
土
曜
日
に
白
髭
神
社
の
付
祭
と
し
て
5
年
に
一
度
は

彫
刻
屋
台
が
巡
行
(
2
日
間
)
【
写
真
1
】
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
年

は
梵
天
の
巡
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
内
の
交
流
や
活
性
化
を
目
的
と
し
て
若
衆
、
P
T
A
・
育
成

会
、
白
澤
宿
の
会
、
白
髭
神
社
が
主
体
と
な
り
事
前
準
備
を
し
、

当
日
地
域
内
を
練
り
歩
き
【
写
真
2
】
最
後
に
白
髭
神
社
に
奉
納

し
て
、
餅
や
お
菓
子
等
を
境
内
い
っ
ぱ
い
に
集
ま
っ
た
子
供
た
ち

や
見
物
者
の
方
々
、
【
写
真
3
】
に
撒
い
て
、
家
内
安
全
、
五
穀
豊

穣
を
祈
願
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
白
沢
小
学
校
西
北
部
に
は
新
興
住
宅
地
が
あ
り
、
俗
称

白
沢
ヒ
ル
ズ
と
呼
び
、
新
旧
住
民
が
仲

良
く
交
流
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
内
に

は
有
志
に
よ
る
野
球
部
、
婦
人
バ
レ
ー
、

ゴ
ル
フ
の
集
ま
り
が
あ
り
体
育
祭
以
外

醐
講
習
鐸
鴇
醤

油
の
忘
年
会
か
半
世
紀
以
上
も
継
続

し
、
色
々
な
こ
と
が
若
い
世
代
に
引
き

継
が
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
方
々
も
老
人
会
や

に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
な
ど
で
活
躍
し
地
域

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

益
々
高
齢
化
社
会
と
な
り
若
者
が
少
な

闘
塁
猿
楽
霊
鱒
擢

甲
部
が
住
み
や
す
い
と
戻
っ
て
来
て
く

れ
る
よ
う
な
地
域
作
り
を
継
続
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

上田原町にあるデイサービス「太陽ケ

丘」は2012年11月より運営しています。

アットホームな家族経営で定員10名とな

っておiつ、ご本人さま、ご家族・地域の皆

様に安心してご利用いただき、ご満足い

ただけるよう考えておiつます。

また、月1回、 1地域と歩む福祉のここう

『花・アレジメント 2介護と歩む感謝のここう

数寄も・・・。 3家族と歩む信頼のここう

(株)パルモア デイサービス 太陽ケ丘
【お問合せ先】 028-612-6525 〈副iほで)

8
月

9
月

1
 
0
月
の
星
座

惑

星

金
星
は
、
観
望
が
出
来
な
い
時
期
に
な
り
ま
す
。

木
星
は
、
さ
そ
り
座
の
近
く
で
観
望
出
来
ま
す
が

徐
々
に
西
の
空
に
移
動
し
ま
す
。

土
星
は
、
い
て
座
で
南
の
空
で
観
望
の
好
機
で
す
。

星

座

"
夏
の
星
座
(
こ
と
座
、
わ
し
座
、
ば
く
ち
ょ
う
座
等
)

か
ら
秋
の
星
座
(
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
、
カ
シ
オ
ペ
ア

座
等
一
観
望
に
な
り
ま
す
。

天
文
現
象

・
8
月
1
 
3
日

(
坐

ベ
ル
セ
ウ
ス
流
星
群
が
見
頃

(
条
件
悪
)
。

公
開
日
8
月
3
日
一
土
)

9
月
1
 
4
日
一
土
)

1
 
〇
月
1
 
2
日
一
土
)

28179

日日 白

書雪害

時

間

午
後
7
時
-
9
時

費
用
は
無
料
で
す
。

上
履
き
を
ご
持
参
下
さ
い
。

河
内
星
の
子
会

密
0
9
0
(
4
9
5
4
)
6
2
6
1

サントリーモルテイング(株)社長 金山共生

我が社(サントリーモルテイング(株))の西側

には、遊歩道があります。ここを歩くと最姫で岡本

駅へ行くことができます。この遊歩道が引き込み

線の跡地利用ということをご存知の方は多いと思
いますが、我が社にも分岐され引き込まれており
ました。その名残は、倉庫君羊の裏のプラットホーム

状の台と扉、梅の木が植えられた細長い三角地に
残されております。麻袋にはいった大麦をたくさん

の人が倉庫に運び入れていた姿が思い浮かびます。

引き込み線の歴史は、 1922年(大正11年)に遡り、

1914年(大正3年)設立の高崎板紙(株) (現王子

マテリア(株))まで伸びておりました。この引き込

み線iよ沿線の我が社や、汽車製造(株) (現ジ工

イパス(株))にも分岐されておりました。また、戦

中から戦後の一時期は、現在の遊歩道をはさんで

図書館の反対側に国鉄大宮工機部岡本工場が設置

され、機関車の躍体を行っていたそうです。活躍し
た引き込み線も時代の流れに伴い1984年(昭和5 9

年)にはその役目を終え今の姿に形を変えます。
歴史深い岡本で、 -時期町の発展を支えた引き込

み線、時代は移り、今では、私たちの生活に根付い

た遊歩道です。ここを歩くと、今は見えない多くの

人のさまざまな息遣いを感じるとともに、未来の
岡本への思いが同時に去来するのです。

行政旧識
◆相談日 8月8日(木)

9月12日(木)

10月10日(木)

◆場 所 河内地区市民センター

1階相談室

◆時 間 午前10時→正午まで

◆相談員 渋井トミ子

密(673)2132

領都碩塗経国 雨降りは 注意二倍の 登下校
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語物内河
☆

河
内
村
の
誕
生
(
そ
の
3
)

第
二
次
合
併
県
試
案
に
古
里
村
と
田
原
村
の
両
村
が
取
り
組
ん
だ
姿
勢
を
前

号
に
続
き
掲
載
し
ま
す
。

昭
和
2
9
年
8
月
5
日
吉
里
村
・
田
原
村
・
羽
黒
村
・
絹
島
村
の
四
箇
村
の
村

長
・
議
長
が
県
地
方
課
で
会
議
、
古
里
村
・
田
原
村
の
二
箇
村
合
体
合
併
案
検
討

を
正
式
に
発
表
す
る
。

(
田
原
村
)
同
年
8
月
1
7
日
か
ら
9
日
間
合
併
に
関
す
る
説
明
会
を
行
い
、

若
干
隣
接
羽
黒
村
・
絹
島
村
と
の
合
併
や
宇
都
宮
市
と
の
合
併
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
か
、
古
里
村
と
の
合
併
が
適
当
と
の
結
果
と
な
っ
た
。

(
田
原
村
)
同
年
8
月
2
9
日
説
明
会
結
果
に
基
づ
き
古
里
村
に
合
併
申
し
入

れ
す
る
。

(
古
里
村
)
同
年
9
月
5
.
6
.
丁
目
(
3
日
間
)
合
併
に
関
す
る
説
明
会
を

2
1
地
区
で
開
催
、
1
7
地
区
が
田
原
村
と
の
合
併
賛
成
と
な
る
。

(
古
里
村
)
同
年
1
2
月
1
日
合
併
対
策
協
議
会
で
田
原
村
と
の
合
併
、
役
場

の
位
置
は
当
時
の
古
里
村
役
場
な
ど
決
定
す
る
。

(
田
原
村
)
同
年
1
2
月
丁
目
古
里
村
か
ら
二
箇
村
合
併
の
回
答
有
り
。

同
年
1
2
月
1
4
日
古
里
・
田
原
両
村
合
併
対
策
協
議
会
を
古
里
村
役
場
で
開
催

し
、
合
併
準
備
会
規
約
、
協
議
書
、
特
別
委
員
会
な
ど
決
定
す
る
。

昭
和
0
0
年
2
月
1
日
古
里
・
田
原
両
村
合
併
を
知
事
に
陳
情
す
る
。

同
年
3
月
2
日
吉
里
村
・
田
原
村
・
羽
黒
村
・
緯
島
村
の
四
箇
村
の
村
長
・
議
長

な
ど
が
県
地
方
課
で
会
議
、
地
方
課
長
よ
り
古
里
村
・
田
原
村
と
羽
黒
村
・
絹
島

村
の
各
二
箇
村
合
併
事
務
処
理
指
示
が
あ
る
。

同
年
3
月
丁
目
古
里
村
・
田
原
村
議
会
で
二
箇
村
合
併
を
議
決
す
る
。

同
年
3
月
9
日
古
里
村
・
田
原
村
区
域
を
「
河
内
村
」
と
し
て
4
月
1
日
施
行
す

る
旨
知
事
に
申
請
す
る
。

同
年
4
月
1
日
「
河
内
村
」
誕
生
す
る
。
(
今
か
ら

6
4
年
前
)

そ
の
後
、
昭
和
4
1
年
町
制
施
行
に
よ
り
「
河
内

町
」
と
な
り
、
翌
年
4
2
年
役
場
庁
舎
新
設
(
写

真
)
、
平
成
1
9
年
3
月
3
1
日
宇
都
宮
市
に
編
入
合
併

し
、
宇
都
宮
市
3
9
地
区
の
一
つ
「
河
内
地
区
」
と
し

て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。大

塚
自
治
会

増
淵

昭

ぼくの将来の夢は,

蝿を減るの鵬き度からやoいつも妖明澄を教

えています。寮瑞生班し、捷二轍とチョークを使っ

て数えています。 Iまく船かりやす←工夫して教えると妹

も楽しそうに勉強さします。しルIまく別、いかげんに

教えると妹も乱そう欄こなってし乱、討。そういう

とき=まくがもう少しうまく教えられ棉しいの齢と思

います。本物の先生になる定め蛸ま,たくさん勉強をして

色々な事を知らなくてl机、けません〇本描ん勘色々

心
音
き
ま
鼻
骨

学校の先生になる事的。

な経験をした人の諸を闘いたり,自

分でもやってみたりしてきちんと大人

の務を聞いて学びたいと思います。

儲か潟東先生になれたら勉強怠

けでなく言置勤もできるやさしい先

生になり別lです。

わたしのしようらいのゆめは,どう1き臼田の

しいくいんですなぜなら,わたしはどうめが

大すぎたからです。わたしかどうぶつ園のしい<

いんiこなったら,どうぶっのことを大切iこして・

どうぶったちiこすかれるしいくいんさんiこなり

たいです。どうぶったちとなかよくなって,気も

ちをったえ合うことが

できたらいいなと思い

ます。

このゆめがかなうよ

うに.とうぶっのことを

もつと知って,がんばっ

ていきたいです

瞥
母
音
i
-
-
(
l

大
雨
を
各
地
に
降
ら
し
た
梅
雨

前
線
も
、
こ
の
号
が
発
行
さ
れ
る

頃
に
は
、
消
え
て
い
ま
す
で
し
ょ

う
か
?

雨
に
も
負
け
ず
、
夏
の
暑
さ
に

翳襲撥
諜警務繋態轢

態ノた
繋掠議

○あなたの身近な地域の楕報や話題

○河内地区を撮影した風景写真、地域のお

祭り、イベントの写真

【問合せ】

〒329-1105 宇都宮市中岡本町3221-4

河内地区まちづくり協議会
(河内地区市民センター内)

禽(6了1)3202 FAX (671)3220

Eメール先に送信して下さい

Eメール: tp_kwtik㊤moon. ucatv. ne. jp


